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血‘鵬 ~’r 

金小 6 年 田中 儀昌― ―お父さん もらっちゃいけない明日のために 

本
格
的
な
雪
撃
節
が

や
っ
 

の
が
除
雪
対
策
で
、
昨
年
は
豪

て
来
ま
し
た
。
 

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
ほ

北
国
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
 

ど
雪
量
も
多
く
、
延
べ
約
九
ト

て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
約
 
九

キ
ロ
の
町
道
の
除
排
雪
に

一

四
ケ
月
間
の
雪
と
の
闘
い
は
、
 
千
八
百
六
十
万
円
が
投
じ
ら
れ

町
内
一
の
地
吹
き
地
帯
と
言
わ
 
町

財
政
を
圧
迫
し
ま
し
た
。
 

れ
る
藤
枝
地
区
の
カ
ッ
チ
ョ
作
 

ま
た
、
今
冬
の
除
排
雪
対
策

り
な
ど
今
年
も
各
戸
の
雪
害
対
 

に
係
る
予
算
は
、
九
百
九
十
万

策
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

円
と
昨
年
の
約
半
分
で
計
上
さ

毎
年
こ
の
季
節
問
題
と
な
る
 

れ
、
町
有
八
台
の
除
雪
車
が
フ
 

除
雪
作
業
に
 

第2保育所で もちつき大会 

豊作に感謝の心をー。とさる12月13日、町立第二保育所 

（藤田要造所長・＝園児69人）でもちつき大会が開かれ、園児

らがキネを振いました。 

ル
回
転
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

町
で
は
、
火
災
な
ど
緊
急
時

に
備
え
て
主
要
道
を
優
先
に
、
 

交
通
量
の
少
な
い
時
間
帯
を
見

計
ら
っ
て
除
雪
を
進
め
て
行
き

ま
す
が
、
財
政
面
や
人
手
不
足
 

な
ど
か
ら
効
率
の
よ
い
作
業
を

進
め
る
た
め
に
、
①
路
上
駐
車

の
禁
止
②
事
故
防
止
の
た
め
除

雪
車
に
近
寄
ら
な
い
③
危
険
個

所
に
は
赤
旗
を
立
て
る
④
道
路

に
雪
を
捨
て
な
い
で
道
路
端
に

積
む
⑤
除
雪
車
の
右
側
走
行
に

注
意
⑥
道
路
で
遊
ぱ
な
い
。
な

ど
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

一
方
、
 

運
転
者
相
互
の
連
係
を
密
に
し

て
、
今
冬
の
除
排
習
作
業
に
万

全
を
期
す
予
定
で
す
。
 

,
 

こ
の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
同

保
育
所
が
毎
年
こ
の
時
期
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
九
キ

ロ
の
も
ち
米
を
三
回
に
分
け
て

つ
き
ま
し
た
。
 

交
代
で
キ
ネ
を
持
っ
た
園
児

た
ち
は
、
モ
チ
が
く
っ
つ
い
て

思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
い
キ
ネ

に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が

真
剣
そ
の
も
の
。
楽
し
い
ー
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

つ
き
上
っ
た
も
ち
は
、
保
母

さ
ん
ら
が
あ
ん
こ
を
た
っ
ぷ
り

入
れ
て
手
際
よ
く
ま
る
め
込
み

園
児
た
ち
は
、
白
分
で
つ
い
た

つ
き
た
て
の
も
ち
を
お
い
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

!
 

「い
・
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（第224号） 	 金木だよ‘J 

永年の功労に感謝 
商工会で86人を表彰 

教
育
長

に
 

田

村
 
” 	うA 
雄軸
一舶
二描 

氏 
I・諭 

餌 

さ
る
＋
一
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
町
議
会
で
、
病

気
療
養
の
た
め
辞
任
し
た
高
橋
元
弥
教
育
長
（
6
3歳
）
の
後

任
に
田
村
雄
三
氏

（7
2歳
）
を
選
任
し
、
＋
九
日
開
か
れ
た

県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

田
村
氏
は
、
昭
和
八
年
県
師
 

‘
・ー
 

範
学
校
を
卒
業
後
、
三
戸
郡
鳥
 

《
ー

ド

谷
小
教
員
を
振
り
出
し
に
、
昭
 
，
馴

「百
》
‘
，
一

和
十
一
年
に
は
金
木
小
、
四
十
 
．
 

ヲ
ノ
「
一
 
，
、肩

八
年
の
武
田
小
校
長
を
最
後
に
 

f

“
  
ー
 
‘
 

四
十
年
間
教
員
生
活
を
送
り
、
 

現
在
心
配
ご
と
相
談
員
な
ど
を
 

明
治
四
十
五
年
七
月
四
日
生
 

藤
本
さ
ん

に
感
謝
状
 

大
字
金
木
字
朝
日
山
ニ
〇
一
一

兼
任
し
て
い
ま
す
。
 

大
字
金
木
字
朝
日
山
ニ
〇
一
一
 

さ
る
十
一
月
二
十
八
日
、
＼H
 

森
市
で
本
年
度
県
褒
賞
の
授
与

式
が
行
わ
れ
、
金
木
町
か
ら
白

川
竹
治
さ
ん

（
沢部
6
0歳
）
が

晴
れ
て
受
賞
し
ま
し
た
。
 

白
川
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年

五
月
に
警
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
 

金
木
町
商
工
会

（角
田
良
逸

会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
永
年

勤
続
従
業
員
に
感
謝
状
を
贈
り

商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
永

年
の
奉
仕
を
讃
え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・

マ
勤
続
三
十
年

・
白
川
昭
夫
 

（
津島
印
刷
）
伊
藤
敏
秋
（
芳

賀
酒
店
）
一
工
勉

（
須藤
呉
服

店
）
▼
同
ニ
十
五
年・
大
橋
和

夫
（
尾
野
病
院
）
木
下
信
行

（
 

田
村
商
店
）
安
田
武
三
（
オ
サ

ナ
イ
洋
品
）
▼
同
二
十
年
I
木

田
忠
雄

（商
工
会
）
須
藤
文
子
 

（
同
）
 
一
戸
征
雄

（自
動
軍
学

校
）
葛
西
尚
身
（
同
）
工
藤
弥

三
郎
（
尾
野
病
院
）
沢
田
良
（
 

斜
陽
舘
）
工
藤
よ
し

（
同
）角

田
豊
治

（又
一
製
材
）
成
田
正

一
 
（
同
）
高
橋
さ
よ

（
同）
田

中
喜
代
太
郎
（
白川
製
材
）
川

口
清
勝
（
白
動
車
学
校
）
▼
同
 

班
長
、
分
団
長
を
歴
任
し
、
五

十
四
年
一
月
か
ら
消
防
団
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
住
民
の
財
産

と
生
命
を
四
十
三
年
間
守
り
続

け
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
北
村
知
事
か
ら
褒
状
と
銀

杯
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

十
五
年
I
三
潟
勝
則
（
前
田白

動
車
商
会
）
成
田
か
ね
よ
（
京

染
の
白
川
）
岩
田
ハ
ル
ノ
（
高

元
呉
服
店
）
須
崎
敏
雄

（
白動

軍
学
校
）
角
田
キ
ヌ
（
尾
野
病

院
）
野
呂
昌
昭
（
同
）
鎌
田
マ

ッ
エ

（
木村
製
材
）
高
橋
は
つ

よ
（
又
一
製
材
）
今
ミ
サ
（
西

沢
旅
館
）
▼
同
十
年
I
浅
田
正

一
 （
白動
軍
学
校
）
工
藤
幸
雄
 

（
同）
桑
田
昭
夫
（
同
）
三
上

立
美
（
同
）
平
山
吉
一
 
（
同
）
 

秋
元
良
子
（
松
山
呉
服
店
）
米

谷
猛

（
あ
しの
観
光
）
秋
元
信

一
 
（尾
野
病
院
）
外
崎
純
子

（
 

同
）
工
藤
あ
き
子
（
同
）
吉
田

良
子
（
同
）
芳
賀
キ
シ

（
同
）
 

斉
藤
幸
恵
（
同
）
長
尾
ト
ミ

（
 

長
内
呉
服
店
）
中
谷
幸
（
津軽

木
材
）
浅
田
静
江

（
白兼
ス
ト

ア
）
松
江
道
子
（
同
）
石
川
義

彦
（
中
谷
金
物
店
）
山
田
良
子
 

‘

・
 

“

』
・

”
 
＼
  
×
 

乙
、‘
 

（
成
田
商店
）
木津
智
子
（同
）
 

高
橋
キ
ク
エ
（
同
）
▼
同
五
年
 

I
木
下
洋
子

（
しら
は
る
菓
子

店
）
成
田
信
賢
（
白動
車
学
校
）
 

成
田
正
幸

（
同
）山
中
栄
子

（
 

菓
子
司
松
し
ま
）
秋
元
正
子
（
 

尾
野
病
院
）
今
と
し
子
（
文
化

専
門
学
校
）
古
川
秋
子
（
同
）
 

中
村
チ
サ

（
三
浦生
花
店
）
工

藤
伊
津

（
津軽
木
材
）
島
中
美

津
子

（
斜陽
舘
）
田
中
忠
栄
（
 

あ
し
の
観
光
）
長
谷
川
敏
次

（
 

同
）
泉
谷
英
次
（
同
）
秋元
晴

雄
（
同
）
田
中
俊
雄
（
同
）
江

良
秀
雄

（
同
）山
口
富
士
雄

（
 

木
村
製
材
）
太
田
ト
ミ
エ
（
同）
 

吉
田
み
つ
（
加
藤
美
容
室
）
木

村
晃

（中
谷
金
物
店
）
泉
谷
和

雄
（
成
田
商
店
）
▼
同
三
年
I
 

大
橋
容
子

（
西
村
製材
）
白
川

タ
ケ
（
同
）
磯
野
則
子
（
同
）
 

小
山
内
ト
シ
（
同
）
中
谷
恵
子

・
 

（
あき
も
と
）
長
尾
サ
ダ
（
同
）
 

一一
王
冷子

（
丸兵
製
材
｝
外
崎

日
奈
子

（
県信
用
金
木
）
白
川

早
苗

（自
動
車
学
校
）
今
富
士

子
（
笹
木
レ
コ
ー
ド
）
佐
藤
礼

子
（
角
田
靴
ス
ポ
ー
ッ
）
秋
谷

順
子
（
尾
野
病
院
）
原
田
千
恵

子
（
同
）
葛
西
ひ
と
み
（
同
）
 

鈴
木
初
江

（
同
）松
川
ハ
ル
エ
 

（
白兼
ス
ト
ア
）
三
上
千
穂
子
 

（
加藤
美
容
室
）
 

「出
し
合
い
減
歩
方
式
」
を

考
案
し
た
藤
本
松
夫
さ
ん
（
前

『
 

小
田
川
土
改
区
事
務
局
長
I
五

所
川
原
市
在
住
）
の
退
職
に
当
 

古
川
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

る
藤
本
さ
ん
 

り
町
で
は
、
小
田
川
改
修
事
業

促
進
委
員
会
（
沢
田
茂
委
員
長
）
 

と
連
名
で
、
こ
の
ほ
ど
感
謝
状

を
贈
り
3
6年
間
の
奉
職
と
功
績

に
感
謝
し
ま
し
た
。
 

ほ
場
整
備
と
平
行
し
て
行
わ

れ
た
小
田
川
改
修
工
事
は
、
用

地
買
収
が
最
大
の
問
題
と
な
り

困
難
を
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

藤
本
さ
ん
は
、
用
地
買
収
に
係

る
土
地
を
農
家
が
出
し
合
う
減

歩
方
法
を
思
い
つ
き
こ
れ
を
実

施
。
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぱ

れ
ま
し
た
。
 

―ゆうわくに負けない意志でー票を 金中I年 松尾 好子ー 

白
川
竹
治
さ
ん
に県
褒
賞
 

(
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ナ
具
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多
え
 

・

過無  
ー』じ姦量1導 

表彰を受ける嘉瀬営農組合の須崎悠悦さん 

	ノ 

ー、 

男
 
女
 

11月30日現在 前月比 

世帯 3,901世帯 ー】 

人口 14,314人 -8 

男 	6,886人 	-3 

女 7,428人 ― 5 

人
口
と
世
帯
 

耕
市
 
嘉
 

正
彦
 
金
 

清
司
 
嘉
 

亮
一
 

勝
文
 

正
 

久
幸
 
喜
良
市

誠
こ
金
 
木
 

清
悦
）
嘉
 
瀬
 

照

明 金 木 金嘉嘉金 

i10

" 

 )30H

"'“鷺'"'“鷺

L

1*  "' 3

"'","'" 4"'" 5"'“鷺

0

"'“鷺

g

ci  "'" tii 	
'

I 

由
一

俊
充

そ
め

亀
吉

陵
平

イ
サ

ツ
ル

石
助

き
な
 

87 59 80 85 0 83 86 26 48 

嘉喜 嘉金 嘉嘉 喜蒔金 
良 	 良 

瀬市瀬木瀬瀬市田木 

三
団
体
が
 

優
良
転
作
団
体
に
ー
県
農業
祭
 

十
和
川
市
で
開
か
れ
た
第
二
 
の
模
範

と
な
る
団
体
に
贈
ら
れ
 

十
六
回
肯
森
県
農
業
祭
で
金
木
 

て
い
ま
す
。
 

町
か
ら
嘉
瀬
営
農
組
合
ら
三
団
 
今

年
は
県
下
、
四
O
四
団
体
 

体
が
優
良
転
作
集
団
に
選
ば
れ
 

の
中
か
ら
二
十
四
団
体
が
選
ば
 

優
秀
賞
と
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
 
れ

ま
し
た
。
 

し
た
。
 

▼
優
秀
賞
 

こ
の
表
彰
は
、
転
作
の
誘
導
 
嘉
瀬

営
農
組
合
第
三
班
 

と
定
着
化
を
推
進
し
、
農
家
の
 

代
表
 
須
崎
 
悠
悦
 

経
営
合
理
化
を
目
的
に
、
県
が
 

喜
良
市
営
農
組
合
 

優
良
転
作
集
団
褒
賞
事
業
と
し
 

代
表
 
西
村
 
晃
一
 

て
毎
年
県
農
業
祭
と
一
緒
に
行
 

マ
努
力
賞
 

っ
て
い
る
も
の
で
、
転
作
々
物
 

金
木
営
農
組
合
 

の
栽
培
技
術
や
活
動
組
織
が
他
 

代
表
 
川
口
 
隆
 

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
、
さ

る
十
一
月
二
十

一
日
、
金
木
幼

稚
園
（
片
岡
八
千
雄
園
長
）
の

園
児
九
十
一
人
が
、
役
場
、
警

察
署
、
消
防
署
を
訪
問
し
、
職

場
の
人
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
役
場
を
訪
れ
た
の
 

ス
タ
ン
ド
の
 

日
曜
営
業
案
内
 

▼
1
月
6
日
  
第
1
日
曜
日

嘉
瀬
農
協
  
5
31
2
0
6
7
 

▼
1
月
1
3日
  
第
2
日
曜
日
 

小
林
商
店
  
5
31
3
3
6
1
 

▼
1
月
2
0日
  
第
3
目
曜
ロ
 

其
田
石
油
  
5
31
3
7
7
3
 

▼
1
月
2
7日
  
第
4
日
曜
目
 

藤
本
石
油
  
5
31
2
4
4
0
 
 は

、
き
り
ん
組
の
最
年
長
十
一

人
で
、
午
前
中
に
お
母
さ
ん
ら

と
一
緒
に
つ
い
た
お
も
ち
と
花

束
を
角
田
総
務
課
長
に
手
渡
す

と
、
「毎
日
の
お
仕
事
ご
く
ろ
う

さ
ま
で
す
。」
と
元気
に
あ
い
さ

つ
し
て
い
ま
し
た
。
 

戸
籍
の
窓
 

十
一
月
 

お
め
で
と
う
 

吉
崎
 

傑

野
宮
 
彰
人

工
藤
 
哲
也

田
中
 
秀
明

鳴
海
 
幸
文

滞
田
香
緒
里

櫛
引
 
里
子

今
 

友
幸

外
崎
 
宗
征

木
村
 
麻
美
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（畿
繕
薮
扇
臨
 

（紗
ず
竺
鍵
讐
伽
 

（
響
鉛
秘
鍛
議
難
 

（
鶴
舞ト
醜
静
琳
 （

齢て
る
＼一艶
槌
細
 

（織
瓢
鄭
証
萩
 

（麟
舞
露
爵

柿
 

（畿
犠
唾
嚢
叡
 

（確
叙
警
愛
縮
嚇
 

（
講着
讐
麗
響
林
 

（議
鞍

樋
転
）瞬
椎
 

お
く
や
み
 

野
宮
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南中3年 山中 英幹ー ―あなたの一票が町の未来を築きます 
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公
民
館
で
の
査
察
風
景
 

一
日
消
防
士
を
体
験
し
て
 

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ぽ
く
た
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一
金
木
ダ
ン
 

一
 
姉
 

一
 

重
雄
会
長
）
は
、
さ
る
十
一
月
，
 

金
木
ダ
ン
ス
愛
好
会

成
田

鳳
 

純
益
金
を
町
に
寄
付
 

ス
愛
好
会
で
 

金
木
南
中
学
校
三
年
 

鳴
海
 
武
樹

一
日
消
防
士
を
体
験
し
て
、
 

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
 

放
水
訓
練
で
し
た
。
重
い
ホ
ー
 

ス
を
も
ち
重
い
服
を
身
に
つ
け

て
の
行
動
は
、
い
が
い
に
き
つ

い
も
の
で
し
た
。
あ
ん
な
に
窮

屈
な
か
っ
こ
う
で
実
際
何
十
分

も
放
水
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ん
て
、
消
防
士
と
い
う

の
は
、
根
気
の
い
る
職
業
だ
と

思
い
ま
し
た
。
放
水
訓
練
を
体

験
し
て
、
 一
般
に
発
生
す
る
火

事
の
こ
と
と
か
、
家
庭
内
で
の

火
事
の
消
火
の
仕
方
な
ど
も
自

信
が
つ
い
た
よ
う
な
き
が
し
て

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
出
動
訓
練
を
見
学
し

ま
し
た
が
出
動
の
ベ
ル
が
な
り
、
 

出
動
す
る
ま
で
約
三
十
秒
ぐ
ら

い
し
か
、
か
か
ら
な
い
の
に
は
、
 

と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

そ
の
あ
と
で
自
分
た
ち
も
や
っ

て
み
ま
し
た
が
、
四
分
以
上
も

か
か
っ
て
し
ま
い
、
い
か
に
大

変
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
の
点
検
が
非

常
に
厳
し
く
そ
し
て
規
律
正
し
 
 く

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
 

と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
 

消
防
署
の
行
な
う
仕
事
は
、
 

火
事
の
消
火
だ
け
だ
と
思
っ
て
 

い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
救
 

急
・
救
助
な
ど
が
あ
る
と
は
、
 

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
日

本
全
国
年
間
の
火
災
件
数
や
、
 

救
急
車
の
出
動
数
、
そ
れ
に
金

木
町
の
火
災
で
の
損
害
額
の
大

き
さ
に
は
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま

し
た
。
 

ぽ
く
は
、
 一
日
消
防
士
を
体

験
し
て
み
て
、
消
防
士
と
い
う

仕
事
は
本
当
に
大
変
な
職
業
だ
 
 ち

が
気
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
 

何
人
も
の
消
防
士
の
人
違
が
汗

を
流
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
 

ぼ
く
た
ち
一
人
一
人
が
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
火
の
始
末
に
気

を
つ
け
て
、
火
事
を
な
く
す
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

金
木
中
学
校
三
年
 

白
川
 
宰
子

先
日
、
 一
日
消
防
士
に
参
加

し
た
。
普
段
、
私
た
ち
の
生
活

に
か
か
わ
り
あ
る
消
防
が
、
は

じ
め
は
、
ど
の
よ
う
な
し
く
み

な
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
 

中
里
消
防
署
に
つ
き
、
消
防

長
か
ら
辞
令
を
も
ら
っ
た
と
き

は
、
と
て
も
緊
張
し
た
。
周
囲

も
、
な
ん
と
な
く
重
々
し
い
雰

囲
気
だ
っ
た
。
学
校
生
活
で
は

体
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
こ
の

一
日
消
防
士
に参
加
し
た
こ
と

で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と

思
う
。
 

消
防
と
ー
口
に
言
っ
て
も
、
 

多
く
の
仕
事
が
あ
る
の
だ
と
知

っ
た
。
な
か
で
も
、
公
民
館
、
 

病
院
な
ど
の
査
察
に
つ
い
て
は
、
 

意
外
に
思
っ
た
。
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
に
も
目
を
光
ら
せ
、
チ

エ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
建
物
 
 九

日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
純
益

金
（
五
万
円
）
を
町
に
寄
付
し

ま
し
た
。
 

会
場
の
中
央
公
民
館
で
は
、
 

約
四
百
人
の
紳
士
淑
女
が
集
り

思
い
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
 

一
つ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
装
置
が

あ
り
、
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
消
防
の
力
は
、
な
く

て
は
、
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思

う
。
火
災
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
 

一
刻
を
争
う
住
民
の
命
を
守
る
 

た
め
に
も
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
消

防
の
方
か
ら
聞
い
た
話
に
、
救

急
車
を
タ
ク
シ

ー
代
わ
り
だ
と

思
っ
て
い
る
の
が
増
え
て
こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
が
っ
か
り
し
た
。
タ
ク
シ

ー
 
 代

わ
り
だ
と
思
っ
て
使
っ
て
い

る
人
は
別
に
大
し
た
こ
と
も
な

く
無
事
で
、
も
し
、
他
に
死
が

迫
っ
て
き
て
い
る
救
急
車
を
利

用
で
き
ず
に
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
状
態
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
、
そ
の
タ
ク
シ

ー
代
わ

り
と
思
っ
て
利
用
す
る
人
が
今

後
増
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
 

私
た
ち
住
民
の
一
人
一
人
の

力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
町
全
体

と
な
れ
ぱ
、
大
き
な
力
と
な
る
。
 

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
難

か
し
い
が
、
 一
人
の
火
の
元
に

注
意
す
る
さ
さ
い
な
力
が
町
全

体
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
努
力

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
う
。
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